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◆概要 
 
ZEN7201AF はＰＣＩ、ＣｏｍｐａｃｔＰＣＩに準拠したターゲットデバイス専用のＰＣＩバス・インタフェースＩＣです。基本的

な動作設定はＩＣ内部のモードレジスタに設定値を書き込むことによって行います。 

ローカル側に最大１６Ｍｂｙｔｅのメモリ空間と６４ＫｂｙｔｅのＩ／Ｏ空間を持つことができます。また、ローカル側のＩ／Ｏ

（メモリ）空間をコントロールするために２４ビットのアドレスバスを持ち、ローカルアドレスはモードレジスタを通して出力

します。このローカルアドレスを使用することによって、コンフィギュレーションサイクルで確保したＩ／Ｏ（メモリ）空間より

も大きな空間を制御することができます。 

ローカル側のデータバスは１６ビットからなり、モードレジスタとＬＡＤＲ［０］／ＢＬＥ＃、ＢＨＥ＃を組み合わせることに

よってバイト、ワードの両方のアクセスに対応することができます。 

ローカルアクセスのタイミングは、モードレジスタとＷＡＩＴ＃を組み合わせることによって固定、可変のサイクルを選択

する事ができます。 

ローカルクロックに同期して、ＩＯＷ＃、ＩＯＲ＃、ＭＥＷ＃、ＭＥＲ＃等のコントロール信号を出力することができます。

また、ローカル側で発生した割り込みをＰＣＩバスのＩＮＴＡ＃に出力することもできます。 

外付けのＥＥＰＲＯＭを使用し、コンフィギュレーションに必要なデータを取り込むことができます。また、必要に応じて

リード、ライトすることもできます。 

本ＬＳＩのローカルバスはＩＳＡバスやＣバス同様のシンプルなタイミングで動作します。 

 

１. 特徴 
 

○ＰＣＩバス側３２ビット、３３ＭＨｚで動作 

○ローカルクロックは最大３３ＭＨｚまで駆動可能 

○ローカルメモリ空間１６Ｍｂｙｔｅ、 
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○ローカルＩ／Ｏ空間６４Ｋｂｙｔｅまで制御可能 

○ローカルクロックに同期動作するコントロール信号を出力 

○ローカルアドレスバス２４ビット、ローカルデータバス１６ビット 

（データバスは 8 ビット、１６ビットの切り替え可能） 

○ローカルＩ／Ｏ空間を分割可能なプログラマブルデコーダ内蔵 
○モードレジスタ６４バイト 

○モードレジスタとＷＡＩＴ＃によるアクセスタイミングの制御が可能 
○プログラム可能な割り込み回路内蔵 

○EEPROM 制御回路内蔵 
○ホットスワップ対応 

○５Ｖ単一電源 
○ＣＭＯＳ ＬＳＩ 

○１４４ピン ＱＦＰパッケージ 
 
 

図１．端子配置図（Ｔｏｐ Ｖｉｅｗ） 

 

1



 

                                          ZEN7201AF 
 

 

(Z7201J08)ZENIC INC.

２. システムブロック構成 
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図２．システムブロック図 
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３. 端子一覧 
 

表１～表５に ZEN7201AF の信号とその機能について示します。なお、表中の記号に＃のついているものは負論理

の信号であることを表しています。 

 

３.１. ＰＣＩバス・インタフェース信号 
 

表１．ＰＣＩバス・インタフェース信号（その１） 

ピン番号 記号 信号名 属性 機能 

１３０ ＣＬＫ ＰＣＩ Ｃｌｏｃｋ ＩＮ 

ＰＣＩバス上にあるすべてのデバイスの動作基準と

なるクロックです。ＩＮＴＡ＃、ＲＳＴ＃以外のＰＣＩバ

ス・インタフェース信号はすべてこのクロックに同

期して動作します。 

１２８ ＲＳＴ＃ ＰＣＩ Ｒｅｓｅｔ ＩＮ ＰＣＩバス上のデバイスをリセットします。 

１３２～１３５ 

１３８～１４１ 

１ 

２ 

４～７ 

９ 

１０ 

２５～２８ 

３０～３３ 

３６～３８ 

４０～４３ 

４５ 

ＡＤ［３１：０］ Ａｄｄｒｅｓｓ／Ｄａｔａ Ｉ／Ｏ

アドレス・データバスは時分割に３２本の信号線を

ドライブします。バスサイクルは１回のアドレスフェ

ーズとそれに続くデータフェーズからなり、アドレ

スフェーズでアドレスが、データフェーズでデータ

が出力されます。 

１４３ 

１１ 

２３ 

３５ 

Ｃ／ＢＥ＃［３：０］ 
Ｂｕｓ Ｃｏｍｍａｎｄ

／Ｂｙｔｅ Ｅｎａｂｌｅ
ＩＮ 

バスコマンド・バイトイネーブルはＡＤ［３１：０］と同

様時分割にこの４本の信号をドライブします。アド

レスフェーズでバスコマンドが、データフェーズで

はバイトイネーブルが出力されます。 

２２ ＰＡＲ Ｐａｒｉｔｙ Ｉ／Ｏ

ＡＤ、Ｃ／ＢＥ＃の３６本に偶数パリティを付加しま

す。３６本のうち、値が“１”のビットの合計が偶数の

とき“０”を、奇数のとき“１”を出力します。 

１２ ＦＲＡＭＥ＃ Ｃｙｃｌｅ Ｆｒａｍｅ ＩＮ 

サイクルの開始を知らせる信号です。この信号は

アドレスフェーズの開始と同時にアサートされま

す。この信号がアサートされるとサイクルが始まり、

ディアサートされると次のデータフェーズでサイク

ルが終了します。 

１４ ＩＲＤＹ＃ Ｉｎｉｔｉａｔｏｒ Ｒｅａｄｙ ＩＮ 
マスタ側からのデータ転送が可能であるときにア

サートします。 

１５ ＴＲＤＹ＃ Ｔａｒｇｅｔ Ｒｅａｄｙ ＯＵＴ
ターゲット側からのデータ転送が可能であるときに

アサートします。 

１６ ＤＥＶＳＥＬ＃ Ｄｅｖｉｃｅ Ｓｅｌｅｃｔ ＯＵＴ

マスタからのアクセスに応答するかどうかを示す

信号です。アクセスを受け入れたターゲットがサイ

クル終了までアサートします。 
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表１．ＰＣＩバス・インタフェース信号（その２） 

ピン番号 記号 信号名 属性 機能 

１７ ＳＴＯＰ＃ Ｂｕｓ Ｓｔｏｐ ＯＵＴ
サイクルを実行中のターゲットがマスタに向けてサ

イクルの中断を要求するときにアサートします。 

１４４ ＩＤＳＥＬ 
Ｉｎｉｔｉａｌｉｚａｔｉｏｎ 

Ｄｅｖｉｃｅ Ｓｅｌｅｃｔ 
ＩＮ 

コンフィギュレーションサイクルの対象となるデバ

イスを選択するのに使用します。 

２０ ＰＥＲＲ＃ Ｐａｒｉｔｙ Ｅｒｒｏｒ ＯＵＴ

スペシャルサイクルを除くサイクルにおいて、デバ

イスがアドレスパリティーエラー、データパリティー

エラーを検知したときにこの信号をアサートしま

す。ライトサイクルではターゲットが、リードサイク

ルではマスタがこの信号をドライブします。また、

この信号の処理はマスタが行います。 

２１ ＳＥＲＲ＃ Ｓｙｓｔｅｍ Ｅｒｒｏｒ ＯＵＴ
システムにとって致命的なエラーを検知したデバ

イスがこの信号をアサートします。 

１２７ ＩＮＴＡ＃ Ｉｎｔｅｒｒｕｐｔ ＯＵＴ 割り込み発生時にアサートされます。 

 

３.２. ホットスワップコントロール信号 
 

表２．ホットスワップコントロール信号 

ピン番号 記号 信号名 属性 機能 

４６ ＥＮＵＭ＃ Ｅｎｕｍｅｒａｔｉｏｎ ＯＵＴ
ボードの挿抜をシステムホストに通知するときに使

用します。 

４７ ＬＥＤＯ＃ ＬＥＤ Ｏｎ ＯＵＴ

ボードが挿抜可能な状態、もしくはリセット中であ

るのかどうかを示すＬＥＤのオン、オフをコントロー

ルする信号です。 

４８ ＭＳＷ 
Ｍｉｃｒｏｓｗｉｔｃｈ 

Ｏｎ／Ｏｆｆ 
ＩＮ 

イジェクタハンドルに備え付けられたマイクロスイ

ッチからの信号です。ZEN7201AF はこの信号に

よりボードの挿抜状態を検出します。 

 

３.３. ＥＥＰＲＯＭコントロール信号 
 

表３．ＥＥＰＲＯＭコントロール信号 

ピン番号 記号 信号名 属性 機能 

１２０ ＥＳＫ 
ＥＥＰＲＯＭ  

Ｃｌｏｃｋ 
ＯＵＴ

ＥＥＰＲＯＭのクロック信号です。この信号はＥＥＰ

ＲＯＭのＳＫと接続します。 

１１７ ＥＣＳ 
ＥＥＰＲＯＭ  

Ｃｈｉｐ Ｓｅｌｅｃｔ 
ＯＵＴ

ＥＥＰＲＯＭのチップセレクト信号です。この信号

はＥＥＰＲＯＭのＣＳと接続します。 

１１８ ＥＤＩ 
ＥＥＰＲＯＭ 

Ｄａｔａ ＩＮ 
ＩＮ 

ＥＥＰＲＯＭからのデータを入力します。この信号

はＥＥＰＲＯＭのＤＯと接続します。 

１１９ ＥＤＯ 
ＥＥＰＲＯＭ 

Ｄａｔａ ＯＵＴ 
ＯＵＴ

ＥＥＰＲＯＭへのデータを出力します。この信号は

ＥＥＰＲＯＭのＤＩと接続します。 

１２２ ＥＥＮ 
ＥＥＰＲＯＭ 

Ｅｎａｂｌｅ 
ＩＮ 

この信号が“１”のとき、ＥＥＰＲＯＭが有効になりま

す。 
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３.４. ローカルバス・インタフェース信号 
 

表４．ローカルバス・インタフェース信号 

ピン番号 記号 信号名 属性 機能 

５６ ＬＡＳ＃ 
Ｌｏｃａｌ 

Ａｃｃｅｓｓ Ｓｔａｒｔ 
ＯＵＴ

ローカルアクセスの発生を示す信号で、サイクル

の最初の１クロック間のみ“０”を出力します。 

５５ ＬＡＩ／ＬＡＭ＃ 
Ｌｏｃａｌ Ａｃｃｅｓｓ 

Ｉ／Ｏ／Ｍｅｍｏｒｙ
ＯＵＴ

ローカルデバイスへのアクセスを識別する信号で

す。この信号が“０”であればメモリアクセスが、

“１”であればＩ／Ｏアクセスが発生しています。た

だし、ノンアクセス時も“１”を出力します。 

６０ ＬＣＬＫＩ 
Ｌｏｃａｌ  

Ｃｌｏｃｋ Ｉｎｐｕｔ 
ＩＮ 

ローカルデバイスをコントロールするためのクロッ

ク入力です。ZEN7201AF が出力するローカルク

ロック（ＬＣＬＫＯ）を接続することも可能です。 

５８ ＬＣＬＫＯ 
Ｌｏｃａｌ  

Ｃｌｏｃｋ Ｏｕｔｐｕｔ 
ＯＵＴ

ローカルデバイスをコントロールするためのクロッ

ク出力です。この信号はＰＣＩクロックを２分周した

クロック（１６ＭＨｚ）を出力します。 

５７ ＬＲＳＴ＃ Ｌｏｃａｌ Ｒｅｓｅｔ ＯＵＴ ローカルデバイスをリセットするための信号です。

８３～８１ 

７９～７６ 

７４～７１ 

６９～６６ 

６３ 

ＬＤＡＴ［１５：０］ Ｌｏｃａｌ Ｄａｔａ Ｉ／Ｏ

ローカルデバイスとの間でデータの転送を行うた

めの信号です。 

１１５～１１２ 

１１０～１０７ 

ＬＡＤＲ［２３：１６］ 

／ＬＣＥ＃［７：０］ 

Ｌｏｃａｌ Ａｄｄｒｅｓｓ 

／Ｌｏｃａｌ 

／Ｃｈｉｐ Ｅｎａｂｌｅ

ＯＵＴ

ローカルデバイスへのアクセスを行うためのアドレ

スです。Ｉ／Ｏアクセス時にはＩ／Ｏ空間のチップイ

ネーブル信号となります。 

１０５～１０２ 

１００～９７ 

９５～９２ 

８９～８７ 

ＬＡＤＲ［１５：１］ Ｌｏｃａｌ Ａｄｄｒｅｓｓ ＯＵＴ

ローカルデバイスにアクセスを行うためのアドレス

です。 

８６ 
ＬＡＤＲ［０］ 

／ＢＬＥ＃ 

Ｌｏｃａｌ Ａｄｄｒｅｓｓ 

／Ｂｙｔｅ  

Ｌｏｗ Ｅｎａｂｌｅ 

ＯＵＴ

１６ビットモードのとき、下位バイトイネーブル信号

として使用します。また、８ビットモードのとき、ロー

カルデバイスへのアクセスを行うためのアドレスと

して使用します。 

８４ ＢＨＥ＃ 
Ｂｙｔｅ  

Ｈｉｇｈ Ｅｎａｂｌｅ 
ＯＵＴ

１６ビットモードのとき、上位バイトイネーブル信号

として使用します。 

５０ ＭＥＲ＃ Ｍｅｍｏｒｙ Ｒｅａｄ ＯＵＴ
ローカルデバイスへのメモリリードアクセスを行うと

きに使用します。 

５１ ＭＥＷ＃ Ｍｅｍｏｒｙ Ｗｒｉｔｅ ＯＵＴ
ローカルデバイスへのメモリライトアクセスを行うと

きに使用します。 

５２ ＩＯＲ＃ Ｉ／Ｏ Ｒｅａｄ ＯＵＴ
ローカルデバイスへのＩ／Ｏリードアクセスを行うと

きに使用します。 

５３ ＩＯＷ＃ Ｉ／Ｏ Ｗｒｉｔｅ ＯＵＴ
ローカルデバイスへのＩ／Ｏライトアクセスを行うと

きに使用します。 

６１ ＷＡＩＴ＃ Ａｃｃｅｓｓ Ｗａｉｔ ＩＮ 
この信号を“０”にすることによって、アクセスを待

たせることができます。 

６２ ＩＲＱ 
Ｉｎｔｅｒｒｕｐｔ  

Ｒｅｑｕｅｓｔ 
ＩＮ 

ローカル側で発生した割り込み要求をＰＣＩバスに

知らせるための信号です。 
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３.５. 電源・グランド信号およびテスト信号 
 

表５．電源・グランド・テスト信号 

ピン番号 記号 信号名 属性 機能 

１２１ 

１０６ 

１２５～１２３ 

ＴＥＳＴ＃［４：０］ Ｔｅｓｔ ＩＮ 

テストピンです。通常使用時は５Ｖに接続してくだ

さい。 

８ 

１８ 

２４ 

２９ 

３９ 

４９ 

５４ 

６５ 

８０ 

９０ 

９６ 

１１１ 

１２６ 

１３７ 

ＶＤＤ Ｐｏｗｅｒ － 電源（＋５Ｖ） 

３ 

１３ 

１９ 

３４ 

４４ 

５９ 

６４ 

７０ 

７５ 

８５ 

９１ 

１０１ 

１１６ 

１２９ 

１３１ 

１３６ 

１４２ 

ＶＳＳ Ｇｒｏｕｎｄ － グランド（０Ｖ） 
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４. 内部機能 
 

４.１. ＰＣＩバスアクセス 
 

４.１.１. ＰＣＩバスアクセス 
 

ＰＣＩバス上での基本的な動作はＰＣＩの規格に従います（ＰＣＩ Ｌｏｃａｌ Ｂｕｓ Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎを参照してください）。

ZEN7201AF はＰＣＩバス上のマスタからのアクセスをバイト、ワード、ダブルワード単位で受け入れることができます。表

６に各バスコマンドについての対応を示します（表中の○印のついているものをサポートしています）。 

 

表６．バスコマンド対応一覧表 

バスコマンド 
サイクル 命令 

Ｃ／ＢＥ＃３ Ｃ／ＢＥ＃２ Ｃ／ＢＥ＃１ Ｃ／ＢＥ＃０ 
サポート

Ｉ／Ｏリード ０ ０ １ ０ ○ Ｉ／Ｏ 

サイクル Ｉ／Ｏライト ０ ０ １ １ ○ 

メモリリード ０ １ １ ０ ○ 

メモリリードライン※１ １ １ １ ０ ○ 

メモリリードマルチプル※１ １ １ ０ ０ ○ 

メモリライト ０ １ １ １ ○ 

メモリ 

サイクル 

メモリライト＆インバリデート※２ １ １ １ １ ○ 

コンフィギュレーションリード １ ０ １ ０ ○ ＣＦＧ※３ 

サイクル コンフィギュレーションライト １ ０ １ １ ○ 

インタラプトアクノリッジサイクル ０ ０ ０ ０ × 

スペシャルサイクル ０ ０ ０ １ × 

デュアルアドレスサイクル １ １ ０ １ × 

０ １ ０ ０ × 

０ １ ０ １ × 

１ ０ ０ ０ × 
予約 

１ ０ ０ １ × 

※１ メモリリードサイクルとして動作します。 

※２ メモリライトサイクルとして動作します。 

※３ ＣＦＧ＝コンフィギュレーション 

 

表６のサポートしていないバスコマンドによるアクセス（網掛け部分）が発生した場合、ZEN7201AF は DEVSEL＃を

アサートしません（マスタに対して応答しません）ので、結果的にはマスタアボートとなります。 
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４.１.２. 例外処理 
 

ZEN7201AF は例外処理に対して表７のように対処します。 

 

表７．例外処理とその対応 

アクセス一覧 発生後の対応・処理 

アドレスパリティーエラー 

① サイクルには応答しません（結果的にはマスタアボートとなります）。 

② コンフィギュレーションレジスタの「パリティエラー応答ビット」、「システ

ムエラー応答ビット」の両方が有効になっていればＳＥＲＲ＃をアサー

トします。 

データパリティーエラー 

（ライトアクセス時） 

① コンフィギュレーションレジスタの「パリティエラー応答ビット」が有効に

なっていればＰＥＲＲ＃をアサートします。ただし、バスサイクルはその

まま継続します。 

ＰＥＲＲ＃を検出 

（リードアクセス時にマスタがアサート） 

① 通常動作を継続します。 

処理できないバスコマンドを受信 ① サイクルに応答しません（結果的にマスタアボートとなります）。 

処理できないアドレスとバイトレーンの

パターンを受信 

① ターゲットアボートさせます（データ処理はおこないません）。 

 

４.１.３. ターゲット・イニシエーティッド・ターミネーション 
 

４.１.３.１. ディスコネクト 

 

ZEN7201AF はＰＣＩバス側からのバーストアクセスをサポートしていませんので、マスタからのすべてのバーストアク

セスはすべてディスコネクトして処理を中断します。バーストアクセスが起こると、１番目のデータは正常処理し、２番目

以降のデータはディスコネクトします。図３にディスコネクトについて示します。 

 

CLK

AD[31:0]

C/BE#[3:0]

PAR

FRAME#

IRDY#

TRDY#

DEVSEL#

STOP#

LCLKI

LADR[15:0]

IOW#

BHE#

LDAT[15:0]

LAS#

LAI/LAM#

LCE#[7:0]

 
 

図３．ディスコネクトのタイミング 
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４.１.３.２. リトライ 

 

ZEN7201AF とローカルデバイス間でのアクセス中にＰＣＩバス側からアクセスを受けた場合、ZEN7201AF はＰＣＩバ

ス側からのアクセスを受け入れることができません。したがってZEN7201AFはＰＣＩバス側のマスタに対してリトライで処

理を待たせます。図４にリトライについて示します。 

図４（ａ）の場合、ＰＣＩバス側から２回のライトアクセスを行っています。１回目のライトアクセス後、ZEN7201AF はＰＣＩ

バス側から受け取ったデータをローカルデバイスに書き込んでいます。この時、ＰＣＩバス側からの２回目のライトアクセ

スが発生しているのですが、ZEN7201AF はローカルデバイスとのアクセスを行っていますので、ＰＣＩバス側に向かっ

てＴＲＤＹ＃をアサートせずにリトライで応答します。 

また、図４（ｂ）の場合、ＰＣＩバス側からリードアクセスを行っています。１回目のリードアクセスを受けたローカルデバイ

スはリードデータを準備します。リードデータが準備できるまでの間、ZEN7201AF はローカルデバイスとのアクセスを

行っていますので、ＰＣＩバス側に向かってリトライで応答します。この図を見るとＰＣＩバス側からの４回目のリードアクセ

ス終了時にローカルデバイスのデータが確定していますので、ＰＣＩバス側からの５回目のリードアクセスでローカルデ

バイスのデータが読み出せます。 

 

 
CLK

AD[31:0]

C/BE#[3:0]

PAR

FRAME#

IRDY#

TRDY#

DEVSEL#

STOP#

LCLKI

LADR[15:0]

IOW#

BHE#

LDAT[15:0]

LAS#

LAI/LAM#

LCE#[7:0]

 
 

（ａ）ライトアクセス 

 

図４．リトライのタイミング 
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CLK

AD[31:0]

C/BE#[3:0]

PAR

FRAME#

IRDY#

TRDY#

DEVSEL#

STOP#

LCLKI

LADR[15:0]

IOR#

BHE#

LDAT[15:0]

LAS#

LAI/LAM#

LCE#[7:0]

 
 

（ｂ）リードアクセス 

 

図４．リトライのタイミング 
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４.２. ローカルバスアクセス 
 

ZEN7201AF はＰＣＩバス上のアドレスをローカルアドレスに変換して出力します。ローカル側に最大１６Ｍｂｙｔｅのメモ

リ空間と、６４ＫｂｙｔｅのＩ／Ｏ空間を持つことができますので、メモリアクセス時には２４本のアドレスバスを、Ｉ／Ｏアクセス

時には１６本のアドレスバスを使用します。また、Ｉ／Ｏアクセス時にはアドレスの上位８ビットはローカルＩ／Ｏ空間のチ

ップイネーブル信号（ＬＣＥ＃［７：０］）となります。 

ローカルアクセスはＬＡＳ＃を“０”にすることによって始まります。また、ローカルデバイスのＩ／Ｏ空間、メモリ空間に

対するアクセスはＬＡＩ／ＬＡＭ＃によって決まります（表８参照）。 

 

表８．ローカルアクセスの発生条件 

信号 

ＬＡＳ＃ ＬＡＩ／ＬＡＭ＃ 
ＬＡＤＲ［２３：１６］

／ＬＣＥ＃［７：０］

タイミング 

コントロールレジスタ

ビット［２７］ 

アクセス 備考 

０ ０ ＬＡＤＲ［２３：１６］ Ｘ メモリ  

０ １ ＬＣＥ＃［７：０］ １ Ｉ／Ｏ Ｉ／Ｏ空間の分割あり 

０ １ すべて“１” ０ Ｉ／Ｏ Ｉ／Ｏ空間の分割無し 

１ １ － Ｘ －  

 

ZEN7201AFはＰＣＩバス側からのバイト、ワード、ダブルワードアクセスに対応することができますので、ローカルバス

へのアクセスはＡＤ［３１：０］、Ｃ／ＢＥ＃［３：０］に応じて表９、表１０のようなアクセスとなります。ただし、表に存在しない

ようなアクセスが発生したときはターゲットアボートによりサイクルを終了します。 

 

表９．Ｉ／Ｏアクセス時のバイトレーンのサポートパターン※４ 

アクセス 
ＡＤ［１：０］ Ｃ／ＢＥ＃［３：０］ 

ＬＡＤＲ［０］

／ＢＬＥ＃
ＢＨＥ＃ 

ＰＣＩバス ローカルバス 
備考 

０ ０ ３２ビット １６ビット  
００００ 

ＬＡＤＲ［０］ １ ３２ビット １８ビット  

０ ０ １６ビット １６ビット  
００ 

１１００ 
ＬＡＤＲ［０］ １ １６ビット １８ビット  

０ ０ １６ビット １６ビット  
１０ ００１１ 

ＬＡＤＲ［０］ １ １６ビット １８ビット  

０ １ １８ビット １６ビット 下位バイト有効 
００ １１１０ 

ＬＡＤＲ［０］ １ １８ビット １８ビット  

１ ０ １８ビット １６ビット 上位バイト有効 
０１ １１０１ 

ＬＡＤＲ［０］ １ １８ビット １８ビット  

０ １ １８ビット １６ビット 下位バイト有効 
１０ １０１１ 

ＬＡＤＲ［０］ １ １８ビット １８ビット  

１ ０ １８ビット １６ビット 上位バイト有効 
１１ ０１１１ 

ＬＡＤＲ［０］ １ １８ビット １８ビット  

ＸＸ １１１１ － － － －  

※４ Ｉ／Ｏアクセスは３２本のアドレス（ＡＤ［３１：０］）全てがアドレス指定のために使用されます。 
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表１０．メモリアクセス時のバイトレーンのサポートパターン※５ 

アクセス 
ＡＤ［１：０］ Ｃ／ＢＥ＃［３：０］ 

ＬＡＤＲ［０］

／ＢＬＥ＃
ＢＨＥ＃ 

ＰＣＩバス ローカルバス 
備考 

０ ０ ３２ビット １６ビット  
００００ 

ＬＡＤＲ［０］ １ ３２ビット １８ビット  

０ ０ １６ビット １６ビット  
１１００ 

ＬＡＤＲ［０］ １ １６ビット １８ビット  

０ ０ １６ビット １６ビット  
００１１ 

ＬＡＤＲ［０］ １ １６ビット １８ビット  

０ １ １８ビット １６ビット 下位バイト有効 
１１１０ 

ＬＡＤＲ［０］ １ １８ビット １８ビット  

１ ０ １８ビット １６ビット 上位バイト有効 
１１０１ 

ＬＡＤＲ［０］ １ １８ビット １８ビット  

０ １ １８ビット １６ビット 下位バイト有効 
１０１１ 

ＬＡＤＲ［０］ １ １８ビット １８ビット  

１ ０ １８ビット １６ビット 上位バイト有効 
０１１１ 

ＬＡＤＲ［０］ １ １８ビット １８ビット  

００ 

１１１１ － － － －  

※５ メモリアクセスは常に４バイト境界のアドレスを指定しますので、アドレスの下位２ビットは常に“００”となります。 

 

表９、表１０からもわかるように、ZEN7201AF はＰＣＩバスが奇数番地で始まるアドレスを出力しているときにワード、ダ

ブルワードの転送はできません。奇数番地で始まるアドレスのサイクルはバイトアクセスのみ可能です。 

表９、表１０のアクセスが発生した場合のタイミングを図５～図１１に示します。図は例としてメモリライトアクセスについ

て示してあります。このときＷＡＩＴ＃は無効で、タイミングコントロールレジスタのメモリアクセスアドレスセットアップ（ビッ

ト［１５：１２］）、メモリリード／ライトパルスワイズ（ビット［１９：１６］）、メモリライトアドレスホールド（ビット［２３：２０］）の各レジ

スタ値がすべて“０”のときについて示してあります。 

 

 

LCLKI

LAS#

LADR[23:2]

LADR[1]

BLE#

BHE#

MEW#

LDAT[15:8]

LDAT[17:0]
 

 

図５．ＰＣＩバス ： ４バイト → ローカルバス ： １６ビット 
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BHE#

MEW#
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図６．ＰＣＩバス ： ２バイト → ローカルバス ： １６ビット 

 

LCLKI

LAS#

LADR[23:2]

LADR[1]
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MEW#

LDAT[15:8]

LDAT[17:0]
 

 

図７．ＰＣＩバス ： １バイト → ローカルバス ： １６ビット（奇数アドレス） 
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LAS#
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MEW#
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図８．ＰＣＩバス ： １バイト → ローカルバス ： １６ビット（偶数アドレス） 
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LCLKI

LAS#

LADR[23:2]

LADR[1]

LADR[0]

MEW#

LDAT[15:8]

LDAT[17:0]

 

 

図９．ＰＣＩバス ： ４バイト → ローカルバス ： ８ビット 
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LADR[23:2]

LADR[1]
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図１０．ＰＣＩバス ： ２バイト → ローカルバス ： ８ビット 

 

LCLKI
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図１１．ＰＣＩバス ： １バイト → ローカルバス ： ８ビット 
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４.２.１. ローカルＩ／Ｏアクセス 
 

ZEN7201AF はＬＡＳ＃、ＬＡＩ／ＬＡＭ＃、ＩＯＷ＃、ＩＯＲ＃、ＬＡＤＲ［２３：１６］／ＬＣＥ＃［７：０］、ＬＡＤＲ［１５：１］、Ｌ

ＡＤＲ［０］／ＢＬＥ＃、ＢＨＥ＃、ＬＤＡＴ［１５：０］、ＷＡＩＴ＃を使用することによってＩ／Ｏアクセスを行います。また、タイ

ミングコントロールレジスタのＩ／Ｏチップセレクトイネーブル（ビット［２７］）が“１”のとき、ローカルＩ／Ｏ空間を８個に分割

することが可能となります。このとき、ローカルアドレスの上位８ビットは分割したＩ／Ｏ空間のチップイネーブル信号とし

て出力されます。Ｉ／Ｏチップセレクトイネーブルが“０”のとき、ＬＡＤＲ［２３：１６］／ＬＣＥ＃［７：０］には全ビット“１”が出

力されます。 

ローカルＩ／Ｏ空間の分割が有効なとき、ローカルアドレスのデコード範囲はモードレジスタのＩ／Ｏチップセレクト（ビ

ット［２６：２４］）によって決まります。 

一般的なローカルＩ／Ｏアクセスの例を図に示します。図１２はタイミングコントロールレジスタのＩ／Ｏアクセスアドレス

セットアップ、Ｉ／Ｏリード／ライトパルスワイズ、Ｉ／Ｏアクセスアドレスホールドの各レジスタ値が“０”のときの例につい

て示してあります。 

 

表１１．ローカルチップイネーブルのデコード範囲 

ローカルアドレス 

ＬＡＤＲ［Ｘ＋２：Ｘ］ 

ローカルチップイネーブル 

ＬＣＥ＃［７：０］ 

Ｘ＋２ Ｘ＋１ Ｘ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

０ ０ ０ １ １ １ １ １ １ １ ０ 

０ ０ １ １ １ １ １ １ １ ０ １ 

０ １ ０ １ １ １ １ １ ０ １ １ 

０ １ １ １ １ １ １ ０ １ １ １ 

１ ０ ０ １ １ １ ０ １ １ １ １ 

１ ０ １ １ １ ０ １ １ １ １ １ 

１ １ ０ １ ０ １ １ １ １ １ １ 

１ １ １ ０ １ １ １ １ １ １ １ 

 

表１２．Ｉ／Ｏ空間のデコード範囲 

Ｉ／Ｏチップセレクト 

（ビット［２６：２４］） 

ローカルアドレス 

ＬＡＤＲ［Ｘ＋２：Ｘ］ 

２６ ２５ ２４ Ｘ＋２ Ｘ＋１ Ｘ 

Ｉ／Ｏ空間の分割 

０ ０ ０ ＬＡＤＲ［８］０ ＬＡＤＲ［７］０ ＬＡＤＲ［６］０ １Ｋ６４バイト×８個＝Ｋ５１２バイト 

０ ０ １ ＬＡＤＲ［９］０ ＬＡＤＲ［８］０ ＬＡＤＲ［７］０ Ｋ１２８バイト×８個＝  １Ｋバイト 

０ １ ０ ＬＡＤＲ［１０］ ＬＡＤＲ［９］０ ＬＡＤＲ［８］０ Ｋ２５６バイト×８個＝  ２Ｋバイト 

０ １ １ ＬＡＤＲ［１１］ ＬＡＤＲ［１０］ ＬＡＤＲ［９］０ Ｋ５１２バイト×８個＝  ４Ｋバイト 

１ ０ ０ ＬＡＤＲ［１２］ ＬＡＤＲ［１１］ ＬＡＤＲ［１０］ １１１Ｋバイト×８個＝  ８Ｋバイト 

１ ０ １ ＬＡＤＲ［１３］ ＬＡＤＲ［１２］ ＬＡＤＲ［１１］ １１２Ｋバイト×８個＝ １６Ｋバイト 

１ １ ０ ＬＡＤＲ［１４］ ＬＡＤＲ［１３］ ＬＡＤＲ［１２］ １１４Ｋバイト×８個＝ ３２Ｋバイト 

１ １ １ ＬＡＤＲ［１５］ ＬＡＤＲ［１４］ ＬＡＤＲ［１３］ １１８Ｋバイト×８個＝ ６４Ｋバイト 
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図１２．ローカルＩ／Ｏアクセス 

 

４.２.２. ローカルメモリアクセス 
 

ZEN7201AF はＬＡＳ＃、ＬＡＩ／ＬＡＭ＃、ＭＥＷ＃、ＭＥＲ＃、ＬＡＤＲ［２３：１］、ＬＡＤＲ［０］／ＢＬＥ＃、ＢＨＥ＃、Ｌ

ＤＡＴ［１５：０］、ＷＡＩＴ＃を使用することによってローカルメモリアクセスを行います。アクセスはローカルＩ／Ｏアクセス

とほぼ同様ですが異なる点は、ＬＡＩ／ＬＡＭ＃がメモリアクセスの間“０”になります。また、ローカルＩ／Ｏ空間のような

空間分割もなく、ローカルアドレスの全てが１つのメモリ空間のアドレッシングに使用されます。 
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AD[31:0]

C/BE#[3:0]
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TRDY#

DEVSEL#
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LCLKI
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LAI/LAM#
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MEW#

BHE#

LDAT[15:0]  
 

図１３．ローカルメモリアクセス 
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４.２.３. ローカルバスアドレッシング 
 

ZEN7201AF はモードレジスタのバンクレジスタを使用することによって、ＰＣＩコンフィギュレーションレジスタのロー

カルバスコントロールＢＡＲ※６で確保された領域よりも大きな領域を使用することができます。リセット時の設定をそのま

ま利用する場合、ローカル側に確保できる空間はメモリ空間１Ｍｂｙｔｅ、Ｉ／Ｏ空間６４ｂｙｔｅです。それ以上の空間を使用

したい場合、バンクレジスタにアクセスして上位アドレスを設定します。１Ｍｂｙｔｅのメモリ領域を確保した場合、図１４の

“ｎ”に１９を代入すると、ユーザはビット［２３：２０］に出力させたいアドレスを設定すれば最大１６Ｍｂｙｔｅまでの空間をコ

ントロールすることができます。 

 

※６ ＢＡＲ＝Ｂａｓｅ Ａｄｄｒｅｓｓ Ｒｅｇｉｓｔｅｒの略 

 

 

 

0 0～ ①

～1 1～ 00 0

1 1～ ①

①②

レンジレジスタ

バンクレジスタ

LADR[23:0]

ＰＣＩバスアドレス

BAR

31 n+1 n 4 3 2 1 0

n+1 n 023

31 n+1 n 02324

31 n+1 n 02324 31 n+1 n 02324

31 0n+1 n

 

①レンジレジスタで確保する領域 

②ＰＣＩバスからのアクセスが自身へのものであるかどうかを識別する領域 

 

図１４．バンクアドレス生成方式（メモリ空間用アドレス） 
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1 ～ 1 ①

1 1～レンジレジスタ

バンクレジスタ

LADR[23:0]

ＰＣＩバスアドレス

BAR

31 n+1 n 2 1 0

n+1 n1615 0

0

31 n+1 n 0

31 0

0 ～ 0 0

0 0～ ①

n+1 n1615 0

n+1 n15

023 n+1 n1615

31

31

①②

m+2 m

③

④

n+1 n

 

①レンジレジスタで確保する領域 

②ＰＣＩバスからのアクセスが自身へのものであるかどうかを識別する領域 

③タイミングコントロールレジスタのＩ／Ｏチップセレクトデコーダ（ビット［２６：２４］）でデコードする範囲 

④デコード結果によるチップイネーブル信号（ＬＣＥ＃［７：０］） 

 

図１５．バンクアドレス生成方式（Ｉ／Ｏ空間用アドレス） 

 

４.２.４. ローカルバスタイミングコントロール 
 

ZEN7201AF はモードレジスタとＷＡＩＴ＃によって固定、可変のアクセスサイクルを選択することができます。固定サ

イクルはタイミングコントロールレジスタに設定値を書き込むことによって行います。可変サイクルはリード、ライトのタイミ

ングをＷＡＩＴ＃によってコントロールします。 

また、ＷＡＩＴ＃を利用する場合でも、アドレスセットアップ、アドレスホールドに必要な値をタイミングコントロールレジ

スタに書き込みます。ＷＡＩＴ＃サイクルを行うときは、ＬＡＳ＃がアサートされてからＩＯＲ＃、ＩＯＷ＃、ＭＥＲ＃、ＭＥＷ

＃が有効になるまでにＷＡＩＴ＃を“０”にします。また、ＷＡＩＴ＃はデバイスコントロールレジスタによって有効・無効に

することもできます。デバイスコントロールレジスタのＷＡＩＴ＃イネーブル（ビット［１］）が“１”のとき、ＷＡＩＴ＃は有効に

なります。よって、ＷＡＩＴ＃によるアクセスを行うときはかならず、このビットを“１”にしてください。このビットが“１”のとき、

タイミングコントロールレジスタのメモリアクセスパルスワイズ（ビット［１９：１６］）、Ｉ／Ｏアクセスパルスワイズ（ビット［７：

４］）の設定値は無効になります。 

 

４.２.５. ウェイトアクセス 
 

前節で示したように、ZEN7201AF は固定、可変の両方のアクセスサイクルを選択することができます。ＷＡＩＴ＃によ

ってアクセスを待たせる場合、ＩＯＲ＃、ＩＯＷ＃、ＭＥＲ＃、ＭＥＷ＃が有効になるまでにＷＡＩＴ＃を“０”にしなければ

なりません。また、ウェイトサイクル中も、タイミングコントロールレジスタのアドレスセットアップ、アドレスホールドはレジ

スタの設定値を利用します。 

図１６にＷＡＩＴ＃を用いたサイクルの例を示します。このときのアドレスセットアップ、アドレスホールドの設定値は“０”

です。 
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IRDY#

TRDY#

DEVSEL#
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LCLKI
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LAI/LAM#
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IOW#

BHE#

LDAT[15:0]

LCE#[7:0]

サイクル開始
ウェイト開始

ウェイト終了
サイクル終了  

 

図１６．ウェイトサイクル 

 

４.２.６. ８／１６アクセスセレクト 
 

ZEN7201AF はモードレジスタの８／１６アクセスセレクト（ビット［２］）によって、８ビット、１６ビットのデータ転送のどち

らを行うかを選択することができます。また、８ビット、１６ビットによるアクセスは図５～図１１を参照してください。 

 

４.３. 割り込み処理 
 

割り込みはＩＲＱとインタラプトコントロールレジスタによって設定されます。割り込みの発生条件はレジスタのインタラ

プトモードセレクト（ビット［２：１］）によって決定され、ＩＲＱがインタラプトモードセレクトの条件に合致したときに割り込み

が発生し、ＩＮＴＡ＃がアサートされます。また、インタラプトイネーブル（ビット［０］）によってＩＲＱを有効にすることができ、

ＩＲＱが無効の時はＩＲＱがインタラプトモードセレクトの条件を満たしても割り込みは発生しません。 

IRQ が有効なときに発生した割り込みは、インタラプトリセット（ビット［４］）によってリセットするまで出力され続けます。 

 

表１３．割り込み発生条件 

インタラプトコントロールレジスタ 

ビット［２］ ビット［１］ 
割り込み発生条件 

０ ０ ＩＲＱ ： ２クロック“０”を検出（“００”） 

０ １ ＩＲＱ ： 立ち上がりエッジを検出（“０１”） 

１ ０ ＩＲＱ ： 立ち下がりエッジを検出（“１０”） 

１ １ ＩＲＱ ： ２クロック“１”を検出（“１１”） 
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４.４. ＥＥＰＲＯＭ 
 

ZEN7201AF のＰＣＩコンフィギュレーションレジスタとモードレジスタは外付けのＥＥＰＲＯＭをもちいて初期化する事

ができます（ＥＥＰＲＯＭはナショナルセミコンダクタ製ＮＭ９３Ｃ４６をサポート）。ＥＥＮが“１”のとき、ZEN7201AF は

EEPROM から PCI コンフィギュレーションレジスタとローカルモードレジスタのデータをリードします。ZEN7201AF は

EEPROM からデータをリードしている間、ＰＣＩバスからのアクセスはリトライで応答します。 

ZEN7201AF のＰＣＩコンフィギュレーションレジスタとモードレジスタを初期化するとき、PCI バスのクロックを１２８分周

したものをＥＥＰＲＯＭのクロックとして出力します。 

ＥＥＰＲＯＭへデータをリード、ライトする場合、モードレジスタのＥＥＰＲＯＭコントロールレジスタを通じて行います。

また、ＥＥＰＲＯＭへの基本的なアクセスタイミングは図１７のようになります。 

 

ESK

EEN

ECS

EDO

EDI

ｺﾏﾝﾄﾞ ｱﾄﾞﾚｽ　　　　 ﾃﾞｰﾀ  

 

図１７．ＥＥＰＲＯＭタイミングチャート 

 

表１４．ＥＥＰＲＯＭのコンフィギュレーションアドレス 

ＥＥＰＲＯＭ 

オフセットアドレス 
レジスタ ビット 

ＥＥＰＲＯＭ

設定値 

００ｈ ステータスレジスタ ビット［４］ ０４１０ｈ 

０１ｈ クラスコード（プログラミングＩ／Ｆ）、レビジョンＩＤ ビット［１５：０］ ０００１ｈ 

０２ｈ クラスコード（ベースクラス、サブクラス） ビット［１５：０］ ０６８０ｈ 

０３ｈ サブシステムベンダＩＤ ビット［１５：０］ ００００ｈ 

０４ｈ サブシステムＩＤ ビット［１５：０］ ００００ｈ 

０５ｈ インタラプトピン、インタラプトライン ビット［８］ ０１００ｈ 

０６ｈ レンジレジスタ（Ｉ／Ｏ用）下位ワード ビット［１５：２］ ｆｆｃ１ｈ 

０７ｈ 予約  ００００ｈ 

０８ｈ バンクレジスタ（Ｉ／Ｏ用）下位ワード ビット［１５：２］ ００００ｈ 

０９ｈ 予約  ００００ｈ 

０ａｈ レンジレジスタ（メモリ用）下位ワード ビット［１５：４］ ００００ｈ 

０ｂｈ レンジレジスタ（メモリ用）上位ワード ビット［１５：０］ ｆｆｆ０ｈ 

０ｃｈ バンクレジスタ（メモリ用）下位ワード ビット［１５：４］ ００００ｈ 

０ｄｈ バンクレジスタ（メモリ用）上位ワード ビット［７：０］ ００００ｈ 

０ｅｈ タイミングコントロールレジスタ下位ワード ビット［１５：０］ ００００ｈ 

０ｆｈ タイミングコントロールレジスタ上位ワード ビット［１１：０］ ００００ｈ 

１０ｈ インタラプトコントロールレジスタ ビット［２：１］ ０００８ｈ 

１１ｈ デバイスコントロールレジスタ ビット［１５：８］、ビット［２：１］ ０００１ｈ 

※設定値はリセット値をセットした場合のサンプルです 
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４.５. ホットスワップ 
 

ZEN7201AF はＣｏｍｐａｃｔＰＣＩ規格（ＰＩＣＭＧ２．１ Ｒｅｖ１．０）に準拠しています。ホットスワップについての詳細な仕

様は規格書を参照してください。 

 

４.５.１. ＥＮＵＭ＃ 
 

ＥＮＵＭ＃はＣｏｍｐａｃｔＰＣＩの規格に追加された信号です。この信号はボードの挿抜を行う事によって、システムの

形態が変わることをシステムホストに知らせるための信号です。ＥＮＵＭ＃はＰＣＩコンフィギュレーションレジスタのＨＳ

ＣＳＲ（ホットスワップコントロールステータスレジスタ）のＥＩＭ（ＥＮＵＭ Ｉｎｔｅｒｒｕｐｔ Ｍａｓｋ）（ビット１）が“０”のときに有

効となり、このとき、ＨＳＣＳＲのＥＸＴ（Ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ）（ビット６）、ＩＮＳ（Ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ）（ビット７）のステータスによってＥＮＵＭ

＃が有効になります。 

 

４.５.２. ＬＥＤＯ＃ 
 

ＬＥＤＯ＃はＢｌｕｅＬＥＤ（ＣｏｍｐａｃｔＰＣＩ規格）のオン、オフをコントロールします。ＬＥＤＯ＃はＨＳＣＳＲのＬＯＯ（ＬＥＤ 

Ｏｎ Ｏｆｆ）（ビット［３］）の状態を反映します。しかし、リセット時にはこのレジスタのステータスとは無関係に“０”を出力し、

ＬＥＤを点灯させる方向に働きます。また、ＬＥＤはボードの抜き取りを許可するためのもので、ＬＥＤが点灯しているとき

ボードの抜き取りが可能となります。 

 

４.５.３. ＭＳＷ 
 

ＭＳＷはイジェクタハンドルに組み込まれたマイクロスイッチと接続します。この信号はマイクロスイッチのオン、オフ

によってシステムホストにボードの挿抜が行われようとしていることを知らせます。ハンドルをロックすることによってスイ

ッチがオン状態（Ｌｏｗレベル）となりボードの挿入が検知されます。また、逆にロックを解除するとスイッチがオフ状態（Ｈ

ｉｇｈレベル）となりボードの抜き取りが検知されます。つまり、ZEN7201AF はＭＳＷの“１”から“０”の変化でボードの挿

入を、“０”から“１”の変化でボードの抜き取りを検出します。 

この信号を使用しない場合はグランドに接続して下さい。 
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５. レジスタ 
 

５．１節～５．３節に ZEN7201AF に搭載されているレジスタについての説明を示します。また、表中の網掛け部分に

つきましてはサポートしていません。 

 

５.１. レジスタマップ 
 

表１５、表１６に ZEN7201AF がサポートしているレジスタを示します。 

 

表１５．ＰＣＩコンフィギュレーションレジスタ 

オフセット

アドレス 

ビット 

３１            ２４ ２３           １６ １５             ８ ７             ０

００ｈ デバイスＩＤ ベンダＩＤ 

０４ｈ ステータスレジスタ コマンドレジスタ 

０８ｈ クラスコード レビジョンＩＤ 

０ｃｈ ＢＩＳＴ ヘッダタイプ マスタレイテンシタイマ キャッシュラインサイズ

１０ｈ モードレジスタコントロールＢＡＲ（Ｉ／Ｏ用） 

１４ｈ モードレジスタコントロールＢＡＲ（メモリ用） 

１８ｈ ローカルバスコントロールＢＡＲ（Ｉ／Ｏ用） 

１ｃｈ ローカルバスコントロールＢＡＲ（メモリ用） 

２０ｈ 予約 

２４ｈ 予約 

２８ｈ カードバス ＣＩＳ ポインタレジスタ 

２ｃｈ サブシステムＩＤ サブシステムベンダＩＤ 

３０ｈ エクスパンジョンＲＯＭ ＢＡＲ 

３４ｈ 予約 ＣＡＰ＿ＰＴＲ 

３８ｈ 予約 

３ｃｈ Ｍａｘ＿Ｌａｔ Ｍｉｎ＿Ｇｎｔ インタラプトピン インタラプトライン 

４０ｈ 予約 ＨＳＣＳＲ ＮＸＴ＿ＰＴＲ ＣＡＰ＿ＩＤ 
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表１６．モードレジスタ 

オフセット

アドレス 

ビット 

３１           ２４ ２３            １６ １５             ８ ７             ０

００ｈ レンジレジスタ（Ｉ／Ｏ用） 

０４ｈ バンクレジスタ（Ｉ／Ｏ用） 

０８ｈ 予約 

０ｃｈ レンジレジスタ（メモリ用） 

１０ｈ バンクレジスタ（メモリ用） 

１４ｈ 予約 

１８ｈ タイミングコントロールレジスタ 

１ｃｈ 予約 

２０ｈ 予約 

２４ｈ 予約 

２８ｈ 予約 

２ｃｈ 予約 

３０ｈ 予約 
EEPROM コントロール

レジスタ 

３４ｈ デバイスコントロールレジスタ インタラプトコントロールレジスタ 

３８ｈ 予約 

３ｃｈ 予約 

 

５.２. ＰＣＩコンフィギュレーションレジスタ 
 

表１７～表３０にＰＣＩコンフィギュレーションレジスタの詳細について示します。また、表の見方は、 

ビット  ： 該当ビットです。 

名称  ： 該当ビットの機能名称です。 

機能  ： 該当ビットの機能です。 

リセット値  ： リセット状態の値を示しています。左上がＭＳＢとなり、以降右下に向かってＬＳＢとなります。 

Ｒ  ： リードの可否を示しています（○→可能、×→不可）。 

Ｗ  ： ライトの可否を示しています（○→可能、×→不可）。 

Ｉ  ： ＥＥＰＲＯＭによる初期化の可否を示しています（○→可能、×→不可）。 

となっています。また、これは５．３節も同様です。 

 

５.２.１. デバイスＩＤ ＆ ベンダＩＤ 
 

表１７．デバイスＩＤ ＆ ベンダＩＤ 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：１６ デバイスＩＤ 
ZENICが製造したZEN7201AFを識別するため

のＩＤ（７２０１ｈ）です。 

０１１１００１０ 

０００００００１ 
○ × ×

１５：００ ベンダＩＤ 
ＰＣＩ ＳＩＧによって割り当てられた ZENIC を示

すＩＤ（２ＥＣ１ｈ）です。 

００１０１１１０ 

１１０００００１ 
○ × ×
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５.２.２. ステータス ＆ コマンド 
 

表１８．ステータスレジスタ ＆ コマンドレジスタ 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ 

３１ パリティエラー検知 

このビットはパリティエラーを検知したときに“１”

になります。また、このビットに“１”が書き込まれ

ると“０”になります。 

０ ○ ○ ×

３０ システムエラー通報 

このビットはシステムエラーが発生したときに“１”

になります。また、このビットに“１”が書き込まれ

ると“０”になります。 

０ ○ ○ ×

２９ マスタアボート受信 未サポート ０ ○ × ×

２８ ターゲットアボート受信 未サポート ０ ○ × ×

２７ ターゲットアボート通報 

このビットはサイクルがターゲットアボートによっ

て終了したときに“１”になります。また、このビット

に“１”が書き込まれると“０”になります。 

０ ○ ○ ×

２６：２５ ＤＥＶＳＥＬ＃タイミング 
ターゲットがＤＥＶＳＥＬ＃をアサートするタイミン

グを示しています。 
１０ ○ × ×

２４ 
データパリティーエラ

ー検知 

未サポート 
０ ○ × ×

２３ 高速ＢＴＢ※７可能 未サポート ０ ○ × ×

２２ 予約 未サポート ０ ○ × ×

２１ ６６ＭＨｚサイクル 未サポート ０ ○ × ×

２０ 新機能ビット 

デバイスが新機能を実装しているかどうかを示

すビットです。このビットが“１”のとき、デバイスは

新機能を実装しており、ＰＣＩコンフィギュレーショ

ンレジスタのオフセットアドレス３４ｈ番地にデバ

イスが実装する新機能を示します。 

１ ○ × ○

１９：１６ 予約  ００００ ○ × ×

１５：１０ 予約  ００００００ ○ × ×

９０ 高速ＢＴＢ※７有効 未サポート ０ ○ × ×

８ システムエラー応答 
このビットが“１”のとき、ＳＥＲＲ＃が有効になりま

す。 
０ ○ ○ ×

７ 
ウェイトサイクル 

コントロール 

未サポート 
０ ○ × ×

６ パリティエラー応答 
このビットが“１”のとき、ＰＥＲＲ＃が有効になりま

す。 
０ ○ ○ ×

５ ＶＧＡパレットスヌープ 未サポート ０ ○ × ×

４ 
メモリライト 

＆インバリデート 

未サポート 
０ ○ × ×

３ スペシャルサイクル 未サポート ０ ○ × ×

２ バスマスタイネーブル 未サポート ０ ○ × ×

１ メモリイネーブル 
このビットが“１”のとき、メモリアクセスに応答する

ことができます。 
０ ○ ○ ×

０ Ｉ／Ｏイネーブル 
このビットが“１”のとき、Ｉ／Ｏアクセスに応答する

ことができます。 
０ ○ ○ ×

※７ ＢＴＢ＝Ｂａｃｋ Ｔｏ Ｂａｃｋの略 
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５.２.３. クラスコード ＆ レビジョンＩＤ 
 

表１９．クラスコードレジスタ ＆ レビジョンＩＤ 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：２４ ベースクラス デバイスのベースクラスを分類します。 ０００００１１０ ○ × ○

２３：１６ サブクラス デバイスのサブクラスを分類します。 １０００００００ ○ × ○

１５：８０ 
プログラミング 

インタフェース 

プログラミングインタフェースについて互換性を

備えた業界標準のインタフェースが存在するとき

に、その種類を特定するために使用されます。 

００００００００ ○ × ○

 ７：００ レビジョンＩＤ デバイスのレビジョンを示すために使用します。 ０００００００１ ○ × ○

 

５.２.４. ＢＩＳＴ ＆ ヘッダタイプ ＆ マスタレイテンシタイマ ＆ キャッシュラインサイズ 
 

表２０．ＢＩＳＴ ＆ ヘッダタイプ ＆ マスタレイテンシタイマ ＆ キャッシュラインサイズ 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１ ＢＩＳＴイネーブル 未サポート ０ ○ × ×

３０ ＢＩＳＴスタート 未サポート ０ ○ × ×

２９：２８ 予約 未サポート ００ ○ × ×

２７：２４ ＢＩＳＴ完了コード 未サポート ００００ ○ × ×

２３ ヘッダタイプ 

デバイスが単機能デバイスか多機能デバイスの

どちらであるのかを示しています。ZEN7201AF
は単機能デバイスのみをサポートしていますの

で、このビットは常に“０”となります。 

０ ○ × ×

２２：１６ 
コンフィギュレーション

タイプ 

コンフィギュレーションデバイスのヘッダタイプを

示しています。ZEN7201AFはＰＣＩデバイスなの

で“０００００００”となります。 

０００００００ ○ × ×

１５：８０ マスタレイテンシタイマ 未サポート ００００００００ ○ × ×

 ７：００ キャッシュラインサイズ 未サポート ００００００００ ○ × ×

 

５.２.５. モードレジスタコントロールＢＡＲ（Ｉ／Ｏ用） 
 

表２１．モードレジスタコントロールＢＡＲ（Ｉ／Ｏ用） 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：６０ 
モードレジスタ 

コントロールＢＡＲ 

モードレジスタにＩ／Ｏアクセスするためのアドレ

スを示しています。 

１１１１１１１１ 

１１１１１１１１ 

１１１１１１１１ 

１１ 

○ ○ ×

５：２０ 
モードレジスタ 

コントロールＢＡＲ 

モードレジスタにＩ／Ｏアクセスするためのアドレ

スを示しています。モードレジスタは６４ｂｙｔｅの

アドレス空間を使用しますので、ビット［５：２］は

“０”となります。 

００００ ○ × ×

１ 予約  ０ ○ × ×

０ 
Ｉ／Ｏアクセス 

インジケータ 

モードレジスタへのＩ／Ｏアクセスに応答すること

を示すビットです。 
１ ○ × ×
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５.２.６. モードレジスタコントロールＢＡＲ（メモリ用） 
 

表２２．モードレジスタコントロールＢＡＲ（メモリ用） 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：６０ 
モードレジスタ 

コントロールＢＡＲ 

モードレジスタにメモリアクセスするためのアドレ

スを示しています。 

１１１１１１１１ 

１１１１１１１１ 

１１１１１１１１ 

１１ 

○ ○ ×

５：４０ 
モードレジスタ 

コントロールＢＡＲ 

モードレジスタにメモリアクセスするためのアドレ

スを示しています。モードレジスタは６４ｂｙｔｅの

アドレス空間を使用しますので、ビット［５：２］は

“０”となります。 

００ ○ × ×

３ プリフェッチ 未サポート ０ ○ × ×

０２：１０ アドレスタイプ 未サポート ００ ○ × ×

０ 
メモリアクセス 

インジケータ 

モードレジスタへのメモリアクセスに応答すること

を示すビットです。 
０ ○ × ×

 

５.２.７. ローカルバスコントロールＢＡＲ（Ｉ／Ｏ用） 
 

表２３．ローカルバスコントロールＢＡＲ（Ｉ／Ｏ用） 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：２０ 
ローカルバス 

コントロールＢＡＲ 

ローカルデバイスにＩ／Ｏアクセスするためのア

ドレスを示しています。このレジスタはモードレジ

スタ内にあるレンジレジスタの値によって決まりま

す。ＥＥＰＲＯＭを使用しない場合、Ｉ／Ｏ空間は

リセット時の６４ｂｙｔｅを確保します。 

００００００００ 

００００００００ 

００００００００ 

００００００ 

○ ○ ×

１ 予約  ０ ○ × ×

０ 
Ｉ／Ｏアクセス 

インジケータ 

ローカルバスへのＩ／Ｏアクセスに応答すること

を示すビットです。 
１ ○ × ×

 

５.２.８. ローカルバスコントロールＢＡＲ（メモリ用） 
 

表２４．ローカルバスコントロールＢＡＲ（メモリ用） 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：４０ 
ローカルバス 

コントロールＢＡＲ 

ローカルデバイスにメモリアクセスするためのア

ドレスを示しています。このレジスタはモードレジ

スタ内にあるレンジレジスタの値によって決まりま

す。ＥＥＰＲＯＭを使用しない場合、１Ｍｂｙｔｅのメ

モリ空間を確保します。 

００００００００ 

００００００００ 

００００００００ 

００００ 

○ ○ ×

３ プリフェッチ 未サポート ０ ○ × ×

０２：１０ アドレスタイプ 未サポート ００ ○ × ×

０ 
メモリアクセス 

インジケータ 

ローカルバスへのメモリアクセスに応答すること

を示すビットです。 
０ ○ × ×
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５.２.９. カードバスＣＩＳポインタレジスタ 
 

表２５．カードバスＣＩＳポインタレジスタ 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：０６ 
カードバス 

ＣＩＳポインタレジスタ 
未サポート 

００００００００ 

００００００００ 

００００００００ 

００００００００ 

○ × ×

 

５.２.１０. サブシステムＩＤ ＆ サブシステムベンダＩＤ 
 

表２６．サブシステムＩＤ ＆ サブシステムベンダＩＤ 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：１６ サブシステムＩＤ 
ベンダが製造したシステムを識別するためのＩＤ

です。 

００００００００ 

００００００００ 
○ × ○

１５：００ サブシステムベンダＩＤ 
ベンダＩＤと同様に、ＰＣＩ ＳＩＧによって割り当て

られたＩＤです。 

００００００００ 

００００００００ 
○ × ○

 

５.２.１１. エクスパンジョンＲＯＭ ＢＡＲ 
 

表２７．エクスパンジョンＲＯＭ ＢＡＲ 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：０６ 
エクスパンジョンＲＯＭ

ＢＡＲ 
未サポート 

００００００００ 

００００００００ 

００００００００ 

００００００００ 

○ × ×

 

５.２.１２. Ｃａｐ＿ＰＴＲ 
 

表２８．Ｃａｐ＿ＰＴＲ 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：８６ 予約  

００００００００ 

００００００００ 

００００００００ 

○ × ×

１７：２０ ＣＡＰ＿ＰＴＲ 

コンフィギュレーションレジスタ内の新機能デバ

イスの最初のアドレスを示しています。このレジ

スタはステータスレジスタのビット“４”が“１”のと

きに有効となります。 

０１００００ ○ × ×

 １：００ 予約  ００ ○ × ×
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５.２.１３. Ｍａｘ＿Ｌａｔ ＆ Ｍｉｎ＿Ｇｎｔ ＆ インタラプトライン ＆ インタラプトピン 
 

表２９．Ｍａｘ＿Ｌａｔ ＆ Ｍｉｎ＿Ｇｎｔ ＆ インタラプトピン ＆ インタラプトライン 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：２４ Ｍａｘ＿Ｌａｔ 未サポート ００００００００ ○ × ×

２３：１６ Ｍｉｎ＿Ｇｎｔ 未サポート ００００００００ ○ × ×

１５：８０ インタラプトピン 

コンフィギュレーションによって割り込みがＩＮＴＡ

＃～ＩＮＴＤ＃のどのインタラプト信号に接続され

るのかを示しています。ZEN7201AF は単機能

デバイスなのでＩＮＴＡ＃を利用します。 

０００００００１ ○ × ○

０７：００ インタラプトライン 
コンフィギュレーションによって割り込みがどのイ

ンタラプトに接続されるのかを示します。 
００００００００ ○ ○ ×

 

５.２.１４. ＨＳＣＳＲ ＆ Ｎｘｔ＿ＰＴＲ ＆ Ｃａｐ＿ＩＤ 
 

表３０．ＨＳＣＳＲ ＆ Ｎｘｔ＿ＰＴＲ ＆ Ｃａｐ＿ＩＤ 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：２４ 予約  ００００００００ ○ × ×

２３ インサーション 

ボードのインサーション（挿入）をシステムホスト

に知らせるためのビットです。ZEN7201AF はＭ

ＳＷの立ち下がりエッジを検知すると、このビット

を“１”にします。また、このビットは“１”がライトさ

れると“０”になります。 

０ ○ ○ ×

２２ エクストラクション 

ボードのエクストラクション（抜き取り）をシステム

ホストに知らせるためのビットです。ZEN7201AF
はＭＳＷの立ち上がりエッジを検知すると、この

ビットを“１”にセットします。このビットは“１”がラ

イトされると“０”になります。 

０ ○ ○ ×

２１：２０ 予約  ００ ○ × ×

１９ ＬＥＤ オン／オフ 

ボードの結合状態をオペレータに知らせるため

のビットです。このビットに“１”がライトされると、Ｌ

ＥＤＯ＃に“０”が出力されます。ただし、リセット

時はこのビットに関係なくＬＥＤＯ＃は“０”を出力

します。 

０ ○ ○ ×

１８ 予約  ０ ○ × ×

１７ ＥＮＵＭ＃マスク 

ＥＮＵＭ＃を有効にするかどうかを選択するビッ

トです。“１”をライトするとＥＮＵＭ＃をマスクしま

す。ＥＮＵＭ＃の状態はビット［２３：２２］の状態

に依存します。 

０ ○ ○ ×

１６ 予約  ０ ○ × ×

１５：８０ Ｎｘｔ＿ＰＴＲ 

ＰＣＩ Ｒｅｖ．２．２で定義されている新機能を他に

持つときに、その新機能が格納されているコンフ

ィギュレーションレジスタのアドレス番地を示して

います。ZEN7201AF は他の新機能を実装して

いませんので、このレジスタは００ｈとなります。 

００００００００ ○ × ×

０７：００ Ｃａｐ＿ＩＤ 
ZEN7201AF はホットスワップをサポートします

ので、このレジスタの値は０６ｈとなります。 
０００００１１０ ○ × ×
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５.３. モードレジスタ 
 

表３１～表３７にモードレジスタの詳細を示します。 

 

５.３.１. レンジレジスタ（Ｉ／Ｏアクセス用） 
 

表３１．レンジレジスタ（Ｉ／Ｏ用） 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：１６ 予約 
 １１１１１１１１ 

１１１１１１１１ 
○ × ×

１５： ２ ローカルＩ／Ｏレンジ 

必要とするローカルＩ／Ｏ空間をローカルバスコ

ントロールＢＡＲに知らせるためのレジスタです。

下位からの連続している“０”のビットがＢＡＲで確

保するＩ／Ｏ空間を示しています。リセット時６４ｂ

ｙｔｅの空間を確保します。 

 

１１１１１１１１ 

１１００００ 

○ × ○

１ 予約  ０ ○ × ×

０ 
ローカルＩ／Ｏアクセス 

インジケータ 

ローカルデバイスへのＩ／Ｏアクセスに応答する

ことを示すビットです。 
１ ○ × ×

 

５.３.２. バンクレジスタ（Ｉ／Ｏアクセス用） 
 

表３２．バンクレジスタ（Ｉ／Ｏ用） 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：１６ 予約  
００００００００ 

００００００００ 
○ × ×

１５： ２ 
ローカルＩ／Ｏ 

バンクアドレス 

ローカルデバイスへのＩ／Ｏアクセスを行うときの

アドレスとなります。ＰＣＩバス側で発生したアドレ

スとこのレジスタの値を結合してローカルアドレ

スとして出力します。 

００００００００ 

００００００ 
○ ○ ○

 １：００ 予約  ００ ○ × ×

 

５.３.３. レンジレジスタ（メモリアクセス用） 
 

表３３．レンジレジスタ（メモリ用） 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：２４ 予約  １１１１１１１１ ○ × ×

２３： ４ ローカルメモリレンジ 

必要とするローカルメモリ空間をローカルバスコ

ントロールＢＡＲに知らせるためのレジスタです。

下位からの連続している“０”のビットがＢＡＲで確

保するメモリ空間を示しています。リセット時１Ｍ

ｂｙｔｅの空間を確保します。 

１１１１００００ 

００００００００ 

００００ 

○ × ○

３：１ 予約  ０００ ○ × ×

０ 
ローカルメモリアクセス 

インジケータ 

ローカルデバイスへのメモリアクセスに応答する

ことを示すビットです。 
０ ○ × ×



 

                                          ZEN7201AF 
 

 

(Z7201J08)ZENIC INC.
 

30

５.３.４. バンクレジスタ（メモリアクセス用） 
 

表３４．バンクレジスタ（メモリ用） 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：２４ 予約  ００００００００ ○ × ×

２３：４０ 
ローカルメモリ 

バンクアドレス 

ローカルデバイスへのメモリアクセスを行うときの

アドレスとなります。ＰＣＩバス側で発生したアドレ

スとこのレジスタの値を結合してローカルアドレ

スとして出力します。 

００００００００ 

００００００００ 

００００ 

○ ○ ○

 ３：００ 予約  ００００ ○ × ×

 

５.３.５. タイミングコントロールレジスタ 
 

表３５．タイミングコントロールレジスタ 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：２８ 予約  ００００ ○ × ×

２７ 
Ｉ／Ｏチップセレクト 

イネーブル 

このビットが“１”のとき、Ｉ／Ｏ空間の分割が有効

になります。 
０ ○ ○ ○

２６：２４ 
Ｉ／Ｏチップセレクト 

デコーダ 

このビットとローカルアドレスを組み合わせて、ロ

ーカルアドレスの上位８ビットをＩ／Ｏ空間のチッ

プイネーブル信号（ＬＣＥ＃）として出力します。 

０００ ○ ○ ○

２３：２０ 
メモリアクセス 

アドレスホールド 

メモリアクセスにおけるアドレスホールドのクロッ

ク数を設定します。《設定値＋３》がアドレスホー

ルドに必要なクロック数となります。 

００００ ○ ○ ○

１９：１６ 
メモリアクセス 

パルスワイズ 

メモリアクセスにおけるリード、ライトのクロック数

を設定します。《設定値＋２》がアクセスに必要な

クロック数となります。また、このビットはＷＡＩＴ＃

が許可されているときには無効になります。 

００００ ○ ○ ○

１５：１２ 
メモリアクセス 

アドレスセットアップ 

メモリアクセスにおけるアドレスセットアップのクロ

ック数を設定します。《設定値＋２》がアドレスホ

ールドに必要なクロック数となります。 

００００ ○ ○ ○

１１：８１ 
Ｉ／Ｏアクセス 

アドレスホールド 

Ｉ／Ｏアクセスにおけるアドレスホールドのクロッ

ク数を設定します。《設定値＋３》がアドレスホー

ルドに必要なクロック数となります。 

００００ ○ ○ ○

７：４０ 
Ｉ／Ｏアクセス 

パルスワイズ 

Ｉ／Ｏアクセスにおけるリード、ライトのクロック数

を設定します。《設定値＋２》がアクセスに必要な

クロック数となります。また、このビットはＷＡＩＴ＃

が許可されているときは無効になります。 

００００ ○ ○ ○

３：００ 
Ｉ／Ｏアクセス 

アドレスセットアップ 

Ｉ／Ｏアクセスにおけるアドレスセットアップのクロ

ック数を設定します。《設定値＋２》がアドレスホ

ールドに必要なクロック数となります。 

００００ ○ ○ ○
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５.３.６. ＥＥＰＲＯＭコントロールレジスタ 
 

表３６．ＥＥＰＲＯＭコントロールレジスタ 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：８０ 予約  

００００００００ 

００００００００ 

００００００００ 

○ × ×

７：５０ 予約  ０００ ○ × ×

４ ＥＥＰＲＯＭ モニタ このビットを通してＥＥＮの値が読み出せます。 Ｘ ○ × ×

３ 
ＥＥＰＲＯＭ 

データアウト 

ＥＥＰＲＯＭへのデータ出力です。このビットに設

定した値がＥＤＯより出力されます。 
０ ○ ○ ×

２ 
ＥＥＰＲＯＭ 

データイン 

ＥＥＰＲＯＭからのデータ入力です。このビットを

通してＥＤＩの値が読み出せます。 
Ｘ ○ × ×

１ 
ＥＥＰＲＯＭ 

チップセレクト 

ＥＥＰＲＯＭのチップセレクト信号です。このビット

に設定した値がＥＣＳより出力されます。 
０ ○ ○ ×

０ ＥＥＰＲＯＭ クロック 
ＥＥＰＲＯＭのクロックです。このビットに設定した

値がＥＳＫより出力されます。 
０ ○ ○ ×
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５.３.７. デバイスコントロール ＆ インタラプトコントロールレジスタ 
 

表３７．デバイスコントロール ＆ インタラプトコントロールレジスタ 

ビット 名称 機能 リセット値 Ｒ Ｗ Ｉ

３１：２４ ＵＳＥＲＤＥＦ ユーザ定義の領域です。 ００００００００ ○ × ○

２３：１９ 予約  ０００００ ○ × ×

１８ ８／１６アクセスセレクト 

８ビット、１６ビットのどちらかのアクセスサイクル

を決定するビットです。“１”のとき、８ビットアクセ

ス、“０”のとき、１６ビットアクセスを実行します。 

０ ○ ○ ○

１７ ＷＡＩＴ＃イネーブル 
このビットが“１”のとき、ＷＡＩＴ＃によるサイクル

を有効にします。 
０ ○ ○ ○

１６ ローカルリセット 

ローカルリセットを発生させます。“０”を書き込む

とＬＲＳＴ＃が“０”となります。このビットはセットさ

れるまでリセット状態を保持します。 

１ ○ ○ ×

１５：６０ 予約  
００００００００ 

００ 
○ × ×

５ ＩＲＱモニタ ＩＲＱの状態を監視します。 Ｘ ○ × ×

４ インタラプトリセット 
このビットに“１”をライトするとインタラプトをリセッ

トできます。このビットは自動復帰します。 
０ × ○ ×

３ 
インタラプト 

ステータスモニタ 

ＩＮＴＡ＃の状態を監視します。このビットが“０”

のとき、ＰＣＩバス上に割り込みが発生しているこ

とを示しています。 

１ ○ × ×

 ２：１０ 
インタラプト 

モードセレクト 

このビットとＩＲＱの組み合わせで、割り込みの発

生する条件を決定します。このビットは１度設定

した値を変更しないでください。また、インタラプ

トイネーブル（ビット［０］）を有効にする前に設定

してください。この設定が有効になるまでにロー

カルクロックで４クロック必要です。また、割り込

みが発生する条件を以下に示します。 

 

ビット［２］ ビット［１］ 割り込み発生条件

０ ０ ２クロックＬｏｗ
０ １ 立ち上がりエッジ
１ ０ 立ち下がりエッジ
１ １ ２クロックＨｉｇｈ

 

００ ○ ○ ○

０ インタラプトイネーブル 

割り込みを有効にするビットです。このビットが

“１”のとき、ＰＣＩバスへの割り込みを有効にしま

す。 

０ ○ ○ ×
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６. タイミングチャート 
 

６.１. ローカルＩ／Ｏアクセス 
 

ZEN7201AF のＩ／Ｏアクセスのタイミングは、モードレジスタのタイミングコントロールレジスタに設定値を書き込むこ

とによって決定します。 

LCLKI

LAS#

LAI/LAM#

WAIT#

IOW#

LADR[23:16]/LCE#[7:0]

LADR[15:1]

LADR[0]/BLE#

BHE#

LDAT[15:0]

アドレス
セットアップ

レジスタ設定値
ビット［3：0］＝1

1+2＝3クロック

Ｉ／Ｏアクセス
パルスワイズ

レジスタ設定値
ビット［7：3］＝3

3+2＝5クロック

アドレス
ホールド

レジスタ設定値
ビット［11：8］＝0

0+3＝3クロック  

 

図１８．Ｉ／Ｏライトアクセス 

 

LCLKI

LAS#

LAI/LAM#

WAIT#

IOＲ#

LADR[23:16]/LCE#[7:0]

LADR[15:1]

LADR[0]/BLE#

BHE#

LDAT[15:0]

アドレス
セットアップ

レジスタ設定値
ビット［3：0］＝1

1+2＝3クロック

Ｉ／Ｏアクセス
パルスワイズ

レジスタ設定値
ビット［7：4］＝3

3+2＝5クロック

アドレス
ホールド

レジスタ設定値
ビット［11：8］＝0

0+3＝3クロック  

 

図１９．Ｉ／Ｏリードアクセス 
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６.２. ローカルメモリアクセス 
 

ZEN7201AF のメモリアクセスのタイミングは、モードレジスタのタイミングコントロールレジスタに設定値を書き込むこ

とによって決定します。 

 

LCLKI

LAS#

LAI/LAM#

WAIT#

MEW#

LADR[23:1]

LADR[0]/BLE#

BHE#

LDAT[15:0]

アドレス
セットアップ

レジスタ設定値
ビット［15:12］＝1

1+2=3クロック

メモリアクセス
パルスワイズ

レジスタ設定値
ビット［19：16］＝3

3+2＝5クロック

アドレス
ホールド

レジスタ設定値
ビット［23：20］＝0

0+3＝3クロック  

 

図２０．ローカルメモリライトアクセス 

 

LCLKI

LAS#

LAI/LAM#

WAIT#

MEＲ#

LADR[23:1]

LADR[0]/BLE#

BHE#

LDAT[15:0]

アドレス
セットアップ

レジスタ設定値
ビット［15：12］＝1

1+2＝3クロック

メモリアクセス
パルスワイズ

レジスタ設定値
ビット［19：16］＝3

3+2＝5クロック

アドレス
ホールド

レジスタ設定値
ビット［23：20］＝0

0+3＝3クロック  

 

図２１．ローカルメモリリードアクセス 
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６.３. ウェイトアクセス 
 

６.３.１. ローカルＩ／Ｏアクセス 
 

ＷＡＩＴ＃を用いたサイクルについては、タイミングコントロールレジスタのアドレスセットアップ、アドレスホールドが有

効で、パルスワイズは WAIT＃によってコントロールされます。 

 

LCLKI

LAS#

LAI/LAM#

WAIT#

IOW#

LADR[23:16]/LCE#[7:0]

LADR[15:1]

LADR[0]/BLE#

BHE#

LDAT[15:0]

アドレス
セットアップ

レジスタ設定値
ビット［3：0］＝1

1+2＝3クロック

Ｉ／Ｏアクセス
パルスワイズ

レジスタ設定値
ビット［7：4］＝
　Ｄｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅ    

ＷＡＩＴ＃に依存

アドレス
ホールド

レジスタ設定値
ビット［11：8］＝0

0+3＝3クロック  

 

図２２．Ｉ／Ｏライトアクセス（ＷＡＩＴ＃使用） 

 

LCLKI

LAS#

LAI/LAM#

WAIT#

IOＲ#

LADR[23:16]/LCE#[7:0]

LADR[15:1]

LADR[0]/BLE#

BHE#

LDAT[15:0]

アドレス
セットアップ

レジスタ設定値
ビット［3：0］＝1

1+2＝3クロック

Ｉ／Ｏアクセス
パルスワイズ

レジスタ設定値
ビット［7：4］＝
　Ｄｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅ

ＷＡＩＴ＃に依存

アドレス
ホールド

レジスタ設定値
ビット［11：8］＝0

0+3＝3クロック  

 

図２３．Ｉ／Ｏリードアクセス（ＷＡＩＴ＃使用） 
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６.３.２. ローカルメモリアクセス 
 

ＷＡＩＴ＃を用いたサイクルについては、タイミングコントロールレジスタのアドレスセットアップ、アドレスホールドが有

効で、パルスワイズは WAIT＃によってコントロールされます。 

 

LCLKI

LAS#

LAI/LAM#

WAIT#

MEW#

LADR[23:1]
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図２４．メモリライトアクセス（ＷＡＩＴ＃使用） 
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図２５．メモリリードアクセス（ＷＡＩＴ＃使用） 
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６.４. インタラプト 
 

ＩＲＱがインタラプトモードセレクトの割り込みの発生条件を満たしたときに、ＩＮＴＡ＃はアサートされます。図２６にＩＮ

ＴＡ＃がアサートされるまでのタイミングを示します。 
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図２６．インタラプトサイクル 
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７. 電気的特性 
 

７.１. 絶対最大定格 
 

表３８．絶対最大定格（ＶＳＳ＝０Ｖ） 

項目 記号 定格値 単位 

電源電圧 ＶＤＤ －０．３ ～ ＋７．０ Ｖ 

入力電圧 ＶＩＮ －０．３ ～ ＶＤＤ ＋０．３ Ｖ 

出力電圧 ＶＯＵＴ －０．３ ～ ＶＤＤ ＋０．３ Ｖ 

入力電流 ＩＩＮ －１０ ～ ＋１０ ｍＡ 

保存温度 Ｔｓｔｇ －４０ ～ ＋１２５ ℃ 

 

７.２. 推奨動作条件 
 

表３９．推奨動作条件 

項目 記号 最小値 標準値 最大値 単位 

電源電圧 ＶＤＤ ４．７５ ５．００ ５．２５ Ｖ 

周囲温度 Ｔｏｐｒ ０  ＋７０ ℃ 

 

７.３. 直流特性 
 

表４０．直流特性※８※９ 

項目 記号 条件 最小値 最大値 単位 

高レベル入力電圧 ＶＩＨ  ２．２  Ｖ 

低レベル入力電圧 ＶＩＬ   ０．８０ Ｖ 

高レベル入力電流 ＩＩＨ ＶＩＮ＝ＶＤＤ －１０ １０ μＡ 

低レベル入力電流 ＩＩＬ ＶＩＮ＝ＶＳＳ －１０ １０ μＡ 

ＩＯＨ＝－４ｍＡ ２．４０  
高レベル出力電圧 ＶＯＨ 

ＩＯＨ＝－１ｍＡ ＶＤＤ－０．０５  
Ｖ 

ＩＯＬ＝－４ｍＡ  ０．４０ 
低レベル出力電圧 ＶＯＬ 

ＩＯＬ＝－１ｍＡ  ＶＳＳ＋０．０５ 
Ｖ 

静的消費電流 ＩＤＤＳ ＶＩＮ＝ＶＤＤ（ＶＳＳ）  ５０ μＡ 

動作時消費電流 ＩＤＤＯ   ７０ ｍＡ 

※８ ＰＣＩバス・インタフェース信号以外の信号に適用されます。ＰＣＩバス・インタフェース信号はＰＣＩＳＩＧの規格書を 

※８ 参照してください。 

※９ ＩＯＨは高レベル出力電流、ＩＯＬは低レベル出力電流を示します。 
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７.４. 交流特性 
 

表４１．交流特性※１０ 

項目 該当信号 記号 最小値 標準値 最大値 単位

ＩＲＱのセットアップ時間 ＩＲＱ ＴＩＲＱＳ １０   ｎｓ 

ＩＲＱのホールド時間 ＩＲＱ ＴＩＲＱＨ １０   ｎｓ 

ＷＡＩＴ＃のセットアップ時間 ＷＡＩＴ＃ ＴＷＡＩＴＳ １０   ｎｓ 

ＷＡＩＴ＃のホールド時間 ＷＡＩＴ＃ ＴＷＡＩＴＨ ０   ｎｓ 

ローカルクロック入力（Ｈパルス幅） ＬＣＬＫＩ φLCIH １２．５０   ｎｓ 

ローカルクロック入力（Ｌパルス幅） ＬＣＬＫＩ φLCIL １２．５０   ｎｓ 

ローカルクロック入力サイクル ＬＣＬＫＩ φLCICY  ３０  ｎｓ 

ローカルクロック出力の出力遅延時間 ＬＣＬＫＯ φLCOD ０  ５ ｎｓ 

ローカルクロック出力（Ｈパルス幅） ＬＣＬＫＯ φLCOH ２５  ３５ ｎｓ 

ローカルクロック出力（Ｌパルス幅） ＬＣＬＫＯ φＬCOL ２５  ３５ ｎｓ 

ローカルクロック出力サイクル ＬＣＬＫＯ φＬＣＯＣＹ  ６０  ｎｓ 

ローカルアドレスの遅延時間 ＬＡＤＲ※１１ ＴＬＡＤ ０  ５ ｎｓ 

ローカルデータのセットアップ時間 ＬＤＡＴ ＴＬＤＳ １０   ｎｓ 

ローカルデータのホールド時間 ＬＤＡＴ ＴＬＤＨ ０   ｎｓ 

ローカルデータの遅延時間 ＬＤＡＴ ＴＬＤＤ ０  ５ ｎｓ 

ローカルコントロール出力の遅延時間 
ＬＡＳ＃， 

ＬＡＩ／ＬＡＭ＃ 
ＴＬＣＤ ０  ５ ｎｓ 

リード出力の遅延時間 
ＭＥＲ＃， 

ＩＯＲ＃ 
ＴＬＲＤ ０  ５ ｎｓ 

ライト出力の遅延時間 
ＭＥＷ＃， 

ＩＯＷ＃ 
ＴＬＷＤ ０  ５ ｎｓ 

ＥＥＰＲＯＭクロック（Ｈパルス幅） ＥＳＫ ＴＥＳＫＨ １．８９  １．９５ μｓ

ＥＥＰＲＯＭクロック（Ｌパルス幅） ＥＳＫ ＴＥＳKＬ １．８９  １．９５ μｓ

ＥＥＰＲＯＭクロック ＥＳＫ ＴＥＳＫＣＹ  ３．８４  μｓ

ＥＥＰＲＯＭクロックの出力遅延時間 ＥＳＫ ＴＥＣＤ ０  ３０ ｎｓ 

ＥＣＳの立ち上がりから 

ＥＳＫが立ち上がるまでの時間 

ＥＳＫ 

ＥＣＳ 
ＴＥＳＫＲＵ １．８３  ２．７９ μｓ

サイクル終了(ＥＳＫの立ち下がり)から 

ＥＣＳが立ち下がるまでの時間 

ＥＳＫ 

ＥＣＳ 
ＴＥＳＫＦＤ １．８９  ４．９５ μｓ

ＥＣＳの出力遅延時間 ＥＣＳ ＴＥＣＳＤ ０  ３０ ｎｓ 

ＥＣＳの立ち下がりから 

次のＥＣＳの立ち上がるまでの時間 
ＥＣＳ ＴＥＣＳＲＵ ９．５７  ９．６３ μｓ

ＥＤＩのセットアップ時間 ＥＤＩ ＴＥＤＩＳ ３０   ｎｓ 

ＥＤＩのホールド時間 ＥＤＩ ＴＥＤＩＨ ０   ｎｓ 

ＥＣＳの立ち上がりからの 

ＥＤＯの遅延時間 
ＥＤＯ ＴＥＤＯＤ０ ０．９６  １．０２ μｓ

ＥＳＫの立ち上がりからの 

ＥＤＯの遅延時間 
ＥＤＯ ＴＥＤＯＤ１ ２．９４  ３．００ μｓ

※１０ ＰＣＩクロック（ＣＬＫ）を３３ＭＨｚとした時の特性です。 

※１１ ＬＡＤＲにはＬＡＤＲ［２３：１６］／ＬＣＥ＃［７：０］、ＬＡＤＲ［１５：１］、ＬＡＤＲ［０］／ＢＬＥ＃、ＢＨＥ＃が 

※１１ 含まれています。 
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７.５. タイミングダイアグラム 
 

７.５.１. ローカルアクセスタイミングダイアグラム 
 

 

TIRQH(TWAITH)TIRQS(TWAITS)

IRQ( WAIT#)

LCLKI

 
 

図２７．ローカル入力信号（ＩＲＱ、ＷＡＩＴ＃）のセットアップ、ホールド時間 
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（ａ）．ＬＣＬＫＩのタイミング 
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（ｂ）．ＬＣＬＫＯのタイミング 

 

図２８．ローカルクロックのタイミング 
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（ａ）．ライトサイクル 
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（ｂ）．リードサイクル 

 

図２９．ローカル入出力信号のセットアップ、ホールド時間および、遅延時間 
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７.５.２. ＥＥＰＲＯＭアクセスタイミングダイヤグラム 
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図３０．ＥＳＫ、ＥＣＳのタイミング 
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図３１．ＥＤＯ、ＥＤＩのタイミング 
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８. パッケージ形状 
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図３２．外形寸法図 

 

 

43



 

                                          ZEN7201AF 
 

 

(Z7201J08)ZENIC INC.
 

44

９. 備考 
 

①未使用の入力端子はオープンのまま使用しないでください。 

②双方向端子において、入力ハイ・インピーダンス状態にならないようにしてください。 
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１０. 改訂履歴 
 

バージョン 日付 内容 

１．０ ２００１／０４／０３ 初版発行 

１．１ ２００１／１０／１１ 誤記訂正および、図の追加。 

・概要 ： 「基本動作」を「基本動作設定」に修正。 

・４．２ ： メモリアクセス時に必要なアドレスバスの本数修正。 

・４．２．１ ： ローカルＩ／Ｏ空間の分割が有効時のローカルアドレスの 

・４．２．１ ： デコード方法について誤記訂正。 

・図３ ： タイミングチャート修正。 

・図４ ： リトライリード追加。 

・表１４ ： オフセットアドレス１０ｈについての値変更。 

・表２０ ： ビット［２２：１６］についての記述変更。 

・表２６ ： 機能説明修正。 

・表３６ ： ビット［７：５］のリセット値修正。 

・表３７ ： ビット［５］、ビット［４］のリセット値修正。 

・図２６ ：図変更。 

・表４０ ： ※８の「適応」を「適用」に修正。 

１．２ ２００８／０９／２９ 
誤記訂正 

・表８ ： タイミングコントロールレジスタビット［２７］の論理を修正。 
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ご注意 

 

 

（１）本製品および本資料は株式会社ジーニックの著作物です。 

（１）したがって、本資料の全部または一部を無断で複製、転載することはご遠慮ください。 

 

（２）本製品及び本資料の内容は性能向上のために、予告なく変更する場合があります。 

（２）ご使用に際しては、最新の資料をご請求願います。 

 

（３）本資料に記載されております内容は工業所有権、その他の権利の実施に対する保証または実施権の許諾を 

（３）行うものではありません。 

 

（４）本資料に記載されております応用回路例は基本的な使用方法を示したものであり、 

（４）回路の動作を保証するものではありません。 

 

（５）本製品の具体的な運用の結果、他への影響につきましては責任を負いかねますので、ご了承ください。 

 

（６）本製品は一般的な電子機器(電算機、計測機器、産業用ﾛﾎﾞｯﾄ、位置決め制御装置 etc.)に 

（６）使用されることを前提にしております。したがって、人命に関わる輸送機器、医療機器、航空・宇宙、 

（６）原子力関係機器などには使用しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 ジーニック 

 

URL http://www.zenic.co.jp / E-mailｌ support@zenic.co.jp 

〒520-0801 滋賀県大津市におの浜4-7-5 オプテックスビル 8F 

TEL 077-526-2101 / FAX 077-526-0500１ 
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